
協賛：AMED-BINDS 

2F-11 第 8 回 クライオ電顕ネットワーク・ユーザーグループミーティング 

The 8th Cryo-EM network user group meeting 

 

開催日時：12 月 4 日（木） 19：15 – 20：30 

オーガナイザー： 阿部 一啓（北海道大学）、寿野 良二（関西医科大学） 

 

クライオ電子顕微鏡解析技術の目覚ましい進歩によって、構造生物学は大きな発展を遂げた。

今やクライオ電子顕微鏡装置は世界中に導入され、日々新しいタンパク質の立体構造が解き明

かされている。さらに細胞や組織内のタンパク質をそのまま構造解析する in situ 構造解析の発

展も期待されている。日本国内では、クライオ電子顕微鏡解析を支援するため、AMED 生命科学・

創薬研究支援基盤事業（BINDS）の支援システム“クライオ電顕ネットワーク”が存在し、国内に整

備されたクライオ電子顕微鏡装置を利用できる環境が整っている。これによって、これまでタンパ

ク質の構造解析を行ったことのない研究者であっても、クライオ電子顕微鏡を用いた構造解析に

取り組むことができる。本フォーラムでは、既存ユーザーや今後利用を考えている研究者へ最先

端の取り組みを紹介するだけでなく、アンケートを通して、また会場においても、ユーザーグルー

プ、クライオ電顕施設側への要望や幅白い意見を取り入れる場を設け、日本のクライオ電子顕微

鏡を取り巻く現状について多角的な議論を行う。 

 

19：15 – 19：17 趣旨説明 クライオ電顕ネットワークとユーザーグループについて 

  阿部 一啓 （北海道大学） 

 

19：17 – 19：38 これから始める cryo-ET ～ワークフローの実状と落とし穴～ 

  谷口 玲哉 （理化学研究所） 

 

19：38 – 19：59 深層学習を用いた，クライオ電顕像に対するタンパク質構造モデル評価 

(DAQ)と構造モデリング(DeepMainmast) 

  中村 司 （高エネルギー加速器研究機構） 

 

19：59 – 20：20 小さなラボで X 線と電顕をやってます 

  仙石 徹 （横浜市立大学） 

 

20：20 - 20：30 総合討論 アンケートの分析から見えてきたユーザーグループの今後 

  寿野 良二 （関西医科大学） 

 

 


